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平成27年10月24日（土）11：00 ～ 16：40
専修大学神田校舎7号館3階 731教室
大久保　街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学教授）
澤　　 幸祐（心理科学研究センター研究員／専修大学教授）
石金　浩史（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
国里　愛彦（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
長田　洋和（心理科学研究センター研究代表／専修大学教授）
Bruno Laeng（オスロ大学 教授）
「Imaginary light: Pupil responses to nonexistent stimuli
　－まぼろしの光：実在しない刺激に対する瞳孔反応－」
パネルディスカッション
指定討論
モデレー ター
パネリスト
：
：
：
「融合的心理科学の創成は成し得たか？」
長谷川　寿一（心理科学研究センター客員研究員／東京大学大学院教授）
澤　　 幸祐（心理科学研究センター研究員／専修大学教授）
心理科学研究センター研究員
5年間に渡り活動してきた本研究プロジェクト「融合的心理科学の創成：心の連続性を探る」も，
いよいよ最終年度を迎え，今回が最後のシンポジウムとなりました。
心理学は1879年にWilhelm Max WundtがLeipzig大学に実験心理学の研究室を立ち上げて
以来，さまざまな領域へ発展し続け，細分化されてきました。本プロジェクトでは，その細分化
された心理学に対し，新たな視点をもって融合的心理科学の創成を目指してまいりました。
「5年間のプロジェクトの中で，融合的心理科学の創成は成し得たのか？」
各研究員の研究成果報告ならびにパネルディスカッションを通して，その答えを探りたいと思
います。加えて，認知神経心理学者であるBruno Laeng先生をノルウェーよりお招きし，講演を
行っていただきます。本プロジェクトの総括に向けて，ぜひ議論を深めたいと考えております。
※招待講演は英語で行われましたが，年報には講演内容を日本語翻訳し掲載しております。
なお，年報掲載にあたり，一部講演内容を編集しております。
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【趣旨説明】
長田　洋和（心理科学研究センター研究代表／専修大学教授）
本日はお忙しい中，専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センターのシンポジ
ウムにご参加いただきまして，誠にありがとうございます。この5年間の研究プロジェクトで研究
代表を務めてまいりました，長田と申します。よろしくお願いいたします。
お手元に本日のプログラムをお持ちだと思いますけれども，本シンポジウムのタイトルにもなっ
ております「融合的心理科学の創成：心の連続性を探る」というテーマのもと，我々は5年間研
究を進めてまいりました。今年度はプロジェクト5年目で最後の年となりますので，その集大成と
して，我々が目指した「融合的心理科学の創成」について，我々なりのまとめをしてみたいと思っ
ております。
簡単に本日のプログラムを申し上げますと，午前中は心理科学研究センターから5名の研究員
が研究報告を行います。2時間ほどの短い時間の中での発表となりますので，内容がかなり盛り
だくさんになると思いますけれども，ぜひ聴いてくださればと思います。
昼食休憩の時間には，本研究センターのポスト・ドクターとリサーチ・アシスタントたちによる
ポスター発表がございます。会場にお越しいただいた際にご覧になったかもしれませんが，1階
のエレベーターホールにポスターを掲示しております。本プロジェクトの中で，若手研究者がさ
まざまな研究を行ってまいりましたので，ぜひご昼食休憩の合間にご覧いただき，ご意見等をい
ただければと思っております。
午後には，本研究センターの大久保研究員と長年にわたり共同研究を行っていらっしゃる，オ
スロ大学教授のBruno Laeng先生をお招きしております。10月初旬より約1カ月間，専修大学に
客員研究員として滞在し研究を行っていらっしゃいます。Laeng先生には，「まぼろしの光：実在
しない刺激に対する瞳孔反応」というテーマで講演を行っていただく予定です。
最後のプログラムでは，「融合的心理科学の創成は成し得たか？」というテーマのもと，パネル
ディスカッションを行います。ここでは，本研究センターの客員研究員である東京大学大学院教
授の長谷川寿一先生をお招きしております。先生は日本心理学会の理事長も務められ非常にお
忙しい中，お越しいただきました。貴重なご意見をいただけると思いますので，本日はぜひ最後
までご参加いただければと思います。
それでは，僕の挨拶はこのくらいにいたしまして，さっそく研究報告を開始したいと思います。
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【趣旨説明・研究報告5】
長田　洋和（心理科学研究センター研究代表）
【研究報告2】
澤　幸祐（心理科学研究センター研究員）
【研究報告1】
大久保　街亜（心理科学研究センター研究員）
【研究報告3】
石金　浩史（心理科学研究センター研究員）
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【研究報告4】
国里　愛彦（心理科学研究センター研究員）
【パネルディスカッション】長谷川　寿一 氏
【招待講演】Bruno Laeng 氏
【パネルディスカッションの様子】
